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 業績ハイライト 

売上高 
（百万円） 

営業利益 
（百万円） 

経常利益 
（百万円） 

当期純利益 
（百万円） 

1株当たり 
当期純利益 

（円） 

3/4発表予想（A） 299 △596 △601 △604 △279.57 

実績（B） 301 △512 △516 △519 △240.15 

増減額（B- A） 2 83 85 85 

①G-CSFの売上は計画どおり 
②役務収益を追加計上！ 

◆ 2014年3月期 通期業績 

３月に予定していた開発費の
一部が４月の費用計上に 

↓ 
開発はほぼ計画どおり進捗 



 事業ハイライト（１） 

伊藤忠ケミカルフロンティア 



 事業ハイライト（２） 



 事業ハイライト（まとめ） 

GTS 



 2015年3月期業績予想 

売上高 
（百万円） 

営業利益 
（百万円） 

経常利益 
（百万円） 

当期純利益 
（百万円） 

1株当たり 
当期純利益 

（円） 

2014年3月期実績（A） 301 △512 △516 △519 △240.15 

2015年3月期予想（B） 310 △970 △946 △948 △397.97 

増減額（B- A） 9 △458 △430 △429 

G-CSFの受注確定分のみ 
ボトムラインの売上として計上 

↓ 
ただし、＋αの材料は仕込み中 

↓ 
アップサイドを積極的に追求！ 

バイオ後続品２～３品目で 
臨床試験入りを目指すことから  

開発費はピークに 
↓ 

付加価値を飛躍的に高め、同時に
製薬企業への導出を目指す！ 



ヘルスケア関連 

G-CSF 関連 
（PEG-G-CSF） 

新規バイオ後続品 

 海外での開発とアライアンス活動 

 G-CSFの価値の最大化(PEG-G-CSF) 

 共同開発テーマの順調な開発推進 

 国内外の製薬企業との提携を可能とす
るための新規バイオ後続品の開発推進 

 今年度 事業推進のための重点施策  

 日本品質での製品開発と提案 

 中国におけるヘルスケア関連市場調査 



 売上拡大に向けてのステップ・・・現在 

安定収益 
（G-CSFの受注確定分） 

ボトムラインの業績 

事業推進のための重点施策  



 売上拡大に向けてのステップ① 

安定収益 
（G-CSFの受注確定分） 

G-CSFの海外導出による収益最大化 
PEG-G-CSFの開発とアライアンス 

ボトムラインの業績 

アップサイドの材料 
 

↓ 
 

確定次第、 
業績の上方修正を行う 

① 



G-CSFの海外導出による収益最大化 

G-CSF 

(がん) 



  G-CSFのバリューアップとアライアンス活動  

PEG-G-CSF 
(がん) 

米国／欧州 
アジア 

2014年度進捗 2015年度以降の予定 前年度までの実績 確保 

市場規模： 
（約5,000億円） 

G-CSF 

細胞株 
構築／原薬 

非臨床／ 

製法・品質 

臨床 
フェーズ1 

臨床 
フェーズ2/3 

申請 上市 

開発と並行して 
導出を目指す！ 

製造プロセス確立 

製品価値の向上 



  
売上拡大に向けてのステップ② 
 

安定収益 
（G-CSFの受注確定分） 

G-CSFの海外導出による収益最大化 
PEG-G-CSFの開発とアライアンス 

ボトムラインの業績 

アップサイドの材料 
 

↓ 
 

確定次第、 
業績の上方修正を行う 

新規バイオ後続品の開発とアライアンス 
（ダルベポエチン） 
（アダリムマブetc.） 

② 

① 



新規バイオ後続品におけるバリューチェーンの構築 

ダルベポエチン 
アルファ 

(腎性貧血) 

市場規模： 
（約600億円） 



 新規アライアンスに向けての仕込み  

ヒュミラ 
ｱﾀﾞﾘﾑﾏﾌﾞ 

（リウマチ）  

アバスチン 
ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ 

（がん） 

シナジス 
パリビズマブ 

(RSウィルス) 

2014年度進捗 2015年度以降の予定 前年度までの実績 

＊その他、複数のバイオ後続品の開発を進めている。 

細胞株 
構築／原薬 

非臨床／ 

製法・品質 

臨床 
フェーズ1 

臨床 
フェーズ2/3 

申請 上市 

市場規模： 
（約10,000億円） 

市場規模： 
（約7,000億円） 



短期収益化事業の立上 
（ヘルスケア関連） 

③ 

  
売上拡大に向けてのステップ③ 
 

安定収益 
（G-CSFの受注確定分） 

G-CSFの海外導出による収益最大化 
PEG-G-CSFの開発とアライアンス 

ボトムラインの業績 

アップサイドの材料 
 

↓ 
 

確定次第、 
業績の上方修正を行う 

② 

① 

新規バイオ後続品の開発とアライアンス 
（ダルベポエチン） 
（アダリムマブetc.） 



短期収益化事業（ヘルスケア関連）の立上 

 
中国市場を目指した素材の提案 

差別化できる製品開発 
 

 
OEM製造のネッワークを活用した 

日本国内での製品製造 
 

直営ドラッグストアーを 
生かした販売網 



 企業価値向上に向けてのイメージ 



ご注意事項 

お問い合わせ先 

管理部 
TEL  011-876-9571 

ゼロからはじまる、無限の創薬力 

  本資料は投資家の参考に資するため、株式会社ジーンテクノサイエンス（以下、
弊社）の現状を理解していただくため作成したものです。 

 本資料に記載された内容は、現時点で一般に認識されている経済・社会の情勢
及び弊社が合理的と判断した前提に基づいて作成されておりますが、経営環境
の変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。 
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